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 ●問瀬戸蔵　☎97・1555

このコーナーに掲載するイベントは、瀬戸市まるっとミュージアム・
観光協会企画事業委員会が審査・認定しています。

5月12日 ・13日土 日 午前9時～午後4時

場所　赤津焼会館、赤津地区一帯
内容　赤津地区の窯元23軒が工房を公開して、

皆さんをおもてなしします。
●テーブルコーディネート展示●窯元めぐりスタンプ
ラリー（各日限定150人）●赤津アートフェスティバル

赤津 赤津窯元まわし会 ☎82・3255問

5月26日 ①午前10時～（開場：午前9時）
②午後1時30分～（開場：午後1時）

監督：西川美和　キャスト：本木雅弘　竹原ピストル　ほか
（2016年 日本 124分）

場　所 ： 瀬戸蔵つばきホール　全席自由（各回300席）
入場料 ： 各回500円
販　売 ： 前売券／5月7日（月）から瀬戸蔵１階受付で販売
　　　　　　　　（午前8時30分～午後9時）
　　　　 当日券／2階つばきホール入口で午前8時30分から販売
※3歳未満のお子さんは入場できません。

人気作家の津村啓こと衣笠幸夫は、突然のバス事故により、長年連れ
添った妻を失うが、妻との間にはすでに愛情と呼べるようなものは存在せず、妻を亡くして悲しみにくれる
夫を演じることしかできなかった。そんなある時、同じ事故で亡くなった妻の親友の遺族̶トラック運転手
の夫陽一とその子供たちと出会った幸夫は、ふとした思いつきから幼い彼らの世話を買って出る。

土2017年 第40回日本アカデミー賞受賞

永い言い訳

（C)2016「永い言い訳」製作委員会

問文化課　☎84・1811
国登録有形文化財「旧山繁商店」の保存活用計画を策定しました
旧山繁商店とは　旧山繁商店は、仲切町・深川町にまたがって所在し、「せともの問屋」として明治・大正・昭和
の各時代を経てきました。現在は事務所や離れ、倉庫などの９棟の建造物が残っています。広大な敷地に、各時代
ごとの建造物がまとまった形で残されているのは大変貴重であり、歴史的景観に寄与するものとして、９棟の建
造物が平成27年に国の登録有形文化財となりました。
旧山繁商店保存活用計画　旧山繁商店の近代の陶磁器卸問屋としての価値を維持しながら保存し、中心市
街地活性化の拠点施設として活用するため、その枠組みとなる保存活用計画を策定しました。

平成30年度の予定　応急修理補強工事や維持管理を行っていきます。また、今後の具体的な
活用方法を検討するため、建造物の一時公開や市民参加の検討会などを実施していく予定です。

明治から昭和40年代までの旧山繁商店および周辺の古い写真を探しています。写真をお持ちの
方は文化課までご連絡ください。　住所　〒489-0884 西茨町113-3（文化センター内）

旧山繁商店およびその周辺地域の写真を探しています

閲覧場所 文化課（文化センター内）、図書館、市政情報コーナー（市役所1階）、
支所、市民サービスセンター ※市ホームページからもご覧いただけます。

各会場へは便利な無料回遊バス
「せとらんぜ号」をご利用ください。
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場所　品野陶磁器センター、品野地区一帯
内容　品野地区の窯元17軒が工房を公開して、

皆さんをおもてなしします。
●窯元ガチャ●粘土遊び●作陶体験・ガラス体験

品野 問 倶楽歩杜の品野 ☎41・0300


